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ソリューションの概要

1. PoE入力
2 PoE出力
3 ホスト装置

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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インストール

重要
• 大きな通気口や汚染源のある場所からは少なくとも1.5メートル (4.9フィート) 離してくださ
い。これには、通気口、ドア、窓、調理場などが含まれます。

• 空気が自由に流れる位置に装置を設置してください。
• ベイプや喫煙を効果的に検出するには、床から2.4～2.7メートル (7.9～8.9フィート) の高さ
の天井に装置を設置してください。

• 空気質と環境を効果的に監視するには、床から0.9～1.8メートル (3.0～5.9フィート) の高さ
に装置を設置してください。

取り付け方法の詳細については、インストールガイドを参照してください。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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デバイスを構成する

装置について

デバイスを対応ホストデバイスに接続すると、[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] タブがホ
ストデバイスのwebインターフェースに表示されます。

デバイスのwebインターフェースからこのマニュアルに記載されているすべての設定を管理するこ
とができます。

空気質モニターの設定

空空気気質質セセンンササーーののダダッッシシュュボボーードドのの設設定定

デバイスのwebインターフェースで、[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[DDaasshhbbooaarrdd
((ダダッッシシュュボボーードド))]] の順に移動します。

• ダッシュボードの名前を編集するには、ダッシュボード名の横の をクリックします。

• ダッシュボードにデータを表示するには、 [[EEddiitt ((編編集集))]] >

をクリックします。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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• ダッシュボードでデータを非表示するには、 [[EEddiitt ((編編集集))]] >

をクリックします。

注
ダッシュボードには、一度に12のパラメーターのみが表示されます。ダッシュボードがフルの
場合、新しいパラメーターを表示するには、アクティブなパラメーターを非表示にする必要が
あります。

空空気気質質セセンンササーーをを設設定定すするる

デバイスのwebインターフェースで、[[AAiirr qquuaalliittyy sseennssoorr ((空空気気質質セセンンササーー))]] > [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]]
に移動します。

• 温度、湿度、CO2、NOx、PM1.0、PM2.5、PM4.0、PM10.0、VOC、AQI、ヒューミデック
ス、暑さ指数の閾値を設定します。設定を参照してください。

• 電子タバコの使用の検知感度を設定します。設定を参照してください。
• ストレージの保持期間を設定します。ストレージ設定を参照してください。
• 変数メタデータ周期を設定します。変数メタデータを参照してください。
• 検証期間を設定します。検証期間を参照してください。
• Modbusを有効にします。Modbusを参照してください。

AXIS D6210 Air Quality Sensor

https://help.axis.com/axis-os-web-interface-help#air-quality-monitor-settings
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https://help.axis.com/axis-os-web-interface-help#validation-period
https://tim-staging.se.axis.com/axis-os-web-interface-help#add-modbus-support
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MQTTデータの公開

MMQQTTTTブブロローーカカーーをを設設定定すするる::

1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > MMQQTTTT を移動します。

2. ブローカーの情報を入力します。
– HHoosstt ((ホホスストト)): IPアドレス
– UUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)) と PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))
– DDeevviiccee ttooppiicc pprreeffiixx ((デデババイイスストトピピッッククププレレフフィィッッククスス)): ここにMQTTデータがパブ

リッシュされます。デフォルトトピックはaxis/MAC-addressになります。
3. MQTTクライアントをオンにします。テキストが [[SSttaattuuss:: CCoonnnneecctteedd ((スステテーータタスス:: 接接続続済済
みみ))]] に変わるはずです。

4. [[SSaavvee ((保保存存))]] をクリックします。
変数メタデータまたはイベントデータを使用してMQTTでデータをパブリッシュできます。

変変数数メメタタデデーータタをを使使用用ししててMMQQTTTTデデーータタををパパブブリリッッシシュュすするる

変変数数ののメメタタデデーータタをを有有効効ににすするる::

1. [[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[VVaarriiaabbllee mmeettaaddaattaa ((変変数数メメ
タタデデーータタ))]] に移動します。

2. [[VVaarriiaabbllee mmeettaaddaattaa ((変変数数ののメメタタデデーータタ))]] を有効にします。
3. データ送信周期を設定します。

MMQQTTTTデデーータタをを公公開開すするる::

1. [[MMQQTTTT ppuubblliiccaattiioonn ((MMQQTTTT公公開開))]] タブで、[[AAdddd ccoonnddiittiioonn ((条条件件のの追追加加))]] をクリックしま
す。

2. [[AAdddd ccoonnddiittiioonn ((条条件件のの追追加加))]] ダイアログに以下を入力します。
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): 空気質クラウド監視有効
– MMQQTTTT ttooppiicc ((MMQQTTTTトトピピッックク)): axis/{serial}/event/tns:axis/

AirQualityMonitor/VariableMetadata

– PPaayyllooaadd ttooppiicc ((ペペイイロローードドトトピピッックク)): axis:AirQualityMonitor/
VariableMetadata

3. [追追加加] をクリックします。

注
[[AAiirr qquuaalliittyy cclloouudd mmoonniittoorriinngg aaccttiivvee ((空空気気質質ククララウウドド監監視視有有効効))]] が表示されない場合は、
[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSeettttiinngg ((設設定定))]] で変数メタデータを有効にする必要
があります。

この条件は、すべてのセンサーパラメーターを選択した変数メタデータ更新頻度で以下のような
形式で公開します。

( "topic": "axis:AirQualityMonitor/Metadata", "timestamp": 1772553621219,
"message": { "source": { "sensor_name": "D6310" }, "key": {}, "data": { "NOx":
"4.000000", "Humidity": "21.290001", "Temperature": "26.430000", "PM10.0":
"5.200000", "AQI": "28", "PM4.0": "5.000000", "PM1.0": "3.800000", "CO2":
"580", "VOC": "180.000000", "PM2.5": "4.500000", "Humidex": "25", "Heat
index": "26",

生成されるメタデータフィールドには以下が含まれます。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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現現場場 説説明明

topic 条件を生成したペイロードトピック。

timestamp データが生成された時点のタイムスタンプ。

serial デバイスのMACアドレス。シリアル番号は、
[[MMQQTTTT ppuubblliiccaattiioonn ((MMQQTTTT公公開開))]] タブで、
[[IInncclluuddee sseerriiaall nnuummbbeerr ((シシリリアアルル番番号号をを含含めめ
るる))]] を有効にしている場合のみ表示されます。

message 条件に関する情報が含まれたJSONオブジェク
ト。

message.source N/A

message.source.sensor_name 条件を生成したデバイスの名前。

message.key N/A

message.data データ情報を含むJSONオブジェクト。

message.data.NOx 一酸化窒素および二酸化窒素のリアルタイム濃
度。

message.data.Humidity リアルタイムの湿度情報。

message.data.Temperature リアルタイムの温度 (oCまたはoF)。

message.data.PM1.0 リアルタイムPM1.0濃度。

message.data.PM2.5 リアルタイムPM2.5濃度。

message.data.PM4.0 リアルタイムPM4.0濃度。

message.data.PM10.0 リアルタイムPM10.0濃度。

message.data.AQI 空気質センサーのデータに基づくリアルタイム
空気質指数。

message.data.CO2 リアルタイム二酸化炭素濃度。

message.data.VOC リアルタイム揮発性有機化合物指数。

message.data.Humidex 湿度と気温のデータに基づくリアルタイムの
ヒューミデックス。

message.data.Heat_index 湿度と気温のデータに基づく暑さ指数。

イイベベンントトデデーータタをを使使用用ししててMMQQTTTTデデーータタををパパブブリリッッシシュュすするる

パパララメメーータターーのの閾閾値値にに関関すするるイイベベンントトデデーータタをを送送信信すするる::

1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[MMQQTTTT]] > [[MMQQTTTT ppuubblliiccaattiioonn ((MMQQTTTTパパブブリリケケーーシショョンン))]] に移動し
ます。

2. [[++ AAdddd ccoonnddiittiioonn ((条条件件のの追追加加)) をクリックします。
3. [[AAdddd ccoonnddiittiioonn ((条条件件のの追追加加))]] ダイアログに以下を入力します。
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): [Air quality monitor (空気質モニター)] > [Air quality outside of

acceptable range (空気質許容範囲外)]
– MMQQTTTT ttooppiicc ((MMQQTTTTトトピピッックク)): axis/{serial}/event/tns:axis/

AirQualityMonitor/Alarm

– PPaayyllooaadd ttooppiicc ((ペペイイロローードドトトピピッックク)): axis:AirQualityMonitor/Alarm

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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4. [追追加加] をクリックします。
この条件は、選択した間隔で以下のような形式でイベントデータをパブリッシュします。

( "topic": "axis:AirQualityMonitor/Alarm", "timestamp": 1772553621219,
"message": { "source": { "source": "Temperature" "sensor_name": "D6210" },
"key": {}, "data": { "active": "1" } } }

「active」が0の場合、パラメーターは許容範囲内です。「active」が1の場合、1つ以上のパラメー
ターが許容範囲外です。

喫喫煙煙おおよよびび電電子子タタババココのの使使用用にに関関すするるイイベベンントトデデーータタをを送送信信すするる::

1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[MMQQTTTT]] > [[MMQQTTTT ppuubblliiccaattiioonn ((MMQQTTTTパパブブリリケケーーシショョンン))]] に移動し
ます。

2. [[++ AAdddd ccoonnddiittiioonn ((条条件件のの追追加加)) をクリックします。
3. [[AAdddd ccoonnddiittiioonn ((条条件件のの追追加加))]] ダイアログに以下を入力します。
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): [Air quality monitor (空気質モニター)] > [Vaping or smoking

detected (電子タバコまたはタバコの喫煙を検知)]。
– MMQQTTTT ttooppiicc ((MMQQTTTTトトピピッックク)): axis/{serial}/event/tns:axis/

AirQualityMonitor/Vaping

– PPaayyllooaadd ttooppiicc ((ペペイイロローードドトトピピッックク: axis:AirQualityMonitor/Vaping
4. [追追加加] をクリックします。

この条件は、選択した間隔で以下のような形式でイベントデータをパブリッシュします。

( "topic": "axis:AirQualityMonitor/Vaping", "timestamp": 1772553621219,
"message": { "source": { "sensor_name": "D6210" }, "key": {}, "data": {
"active": "1" } } }

「active」が0の場合、センサーは喫煙や電子タバコの使用を検知しません。「active」が1の場
合、センサーは喫煙または電子タバコの使用を検知します。

イベントのルールを設定する

詳細については、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

アアララーームムががああるるととききににビビデデオオをを録録画画すするる

以下の例では、空気質センサーがベイプを検出したときにカメラがSDカードに映像を録画するよ
うに設定する方法を説明します。

1. デバイスのwebインターフェースで、[[SSyysstteemm (())]] > [[SSttoorraaggee (())]] に移動してSDカードが挿
入されていることを確認します。

2. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]]] に移動し、[[AAdddd aa rruullee ((ルルーールルのの追追加加))]] を選
択します。

3. 以下の情報を入力します。
– NNaammee （（名名前前)): ルールの名前を選択します。
– CCoonnddiittiioonn((条条件件)): [[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[VVaappiinngg oorr ssmmookkiinngg

ddeetteecctteedd ((電電子子タタババココのの使使用用ままたたはは喫喫煙煙をを検検知知))]]。
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): [[RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))]] > [[RReeccoorrdd vviiddeeoo ((ビビデデオオのの録録画画))]]。
– SSttoorraaggee ((スストトレレーージジ)): SSDD ccaarrdd ((SSDDカカーードド))。
– CCaammeerraa ((カカメメララ)): カメラのビューエリアを選択します。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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– SSttrreeaamm pprrooffiillee ((スストトリリーームムププロロフファァイイルル)): ストリームプロファイルまたは [[CCrreeaattee
aa ssttrreeaamm pprrooffiillee ((スストトリリーームムププロロフファァイイルルのの作作成成))]] を選択します。

– PPrreebbuuffffeerr ((ププリリババッッフファァ)) および PPoossttbbuuffffeerr ((ポポスストトババッッフファァ)): 希望の値を設定し
ます。

4. [[SSaavvee ((保保存存))]] をクリックします。

アアララーームム発発生生時時ににMMQQTTTTででスストトロロボボササイイレレンンをを作作動動すするる

この例では、カメラをMQTTでストロボサイレンに接続し、温度が許可された範囲外であることを
空気質センサーが検知すると、ストロボサイレンのプロファイルを有効にする方法を説明しま
す。

重要
デバイスがストロボサイレンに接続されている場合、PoEクラス4の電源が使用されていること
を確認してください。

開開始始すするる前前にに、、以以下下ををごご確確認認くくだだささいい。。

• ストロボサイレンにプロファイルを作成します。
• MQTTブローカーを設定し、ブローカーのIPアドレス、ユーザー名、パスワードを取得しま
す。

• カメラで大気質の監視を設定します。
カカメメララででMMQQTTTTククラライイアアンントトをを設設定定すするる:

1. カメラのwebインターフェースで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[MMQQTTTT]] > [[MMQQTTTT cclliieenntt ((MMQQTTTT
ククラライイアアンントト))]] > [[BBrrookkeerr ((ブブロローーカカーー))]] に移動して、以下の情報を入力します。
– HHoosstt ((ホホスストト)): ブローカーのIPアドレス
– CClliieenntt IIDD ((ククラライイアアンントトIIDD)): 例: カメラ1
– PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル)): ブローカーに設定されるプロトコル
– PPoorrtt ((ポポーートト)): ブローカーが使用するポート番号
– ブローカーのUUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)) と PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))

2. [ SSaavvee ((保保存存)) ]をクリックし、[ CCoonnnneecctt ((接接続続)) ]をクリックします。
MMQQTTTTパパブブリリッッシシンンググののたためめににカカメメララののルルーールルをを作作成成すするる:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [EEvveennttss ((イイベベンントト))] > [RRuulleess ((ルルーールル))] に移動します。
2. [[++ AAdddd aa rruullee ((ルルーールルをを追追加加))]] をクリックします。
3. 以下の情報を入力します。
– NNaammee ((名名前前)): 温度範囲外
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): [Air quality monitor (空気質モニター)] > [Air quality outside

acceptable range (空気質許容範囲外)]
– SSeennssoorr ((セセンンササーー)): 温度
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)):[MQTT] > [Send MQTT publish message (MQTTパブリッシュ

メッセージを送信)]
– TTooppiicc ((トトピピッックク)): 温度範囲外
– PPaayyllooaadd ((ペペイイロローードド)): オン
– QQooSS:0、1、または2

4. [[SSaavvee ((保保存存))]] をクリックします。
SSeett uupp tthhee tteemmppeerraattuurree rraannggee ((温温度度範範囲囲のの設設定定)):

1. カメラのwebインターフェースで、[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSeettttiinnggss
((設設定定))]] > [[TThhrreesshhoolldd ((閾閾値値))]] に移動します。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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2. [[MMiinn ((最最小小))]] と [[MMaaxx ((最最大大))]] を入力し、温度範囲を設定します。[[TTeemmppeerraattuurree uunniittss ((温温
度度単単位位))]] で摂氏と華氏を切り替えることができます。

スストトロロボボササイイレレンンででMMQQTTTTククラライイアアンントトをを設設定定すするる:

1. ストロボサイレンのwebインターフェースで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[MMQQTTTT]] > [[MMQQTTTT
cclliieenntt ((MMQQTTTTククラライイアアンントト))]] > [[BBrrookkeerr ((ブブロローーカカーー))]] に移動して、以下の情報を入力しま
す。
– HHoosstt ((ホホスストト)): ブローカーのIPアドレス
– CClliieenntt IIDD ((ククラライイアアンントトIIDD))：サイレン1
– PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル)): ブローカーに設定されるプロトコル
– PPoorrtt ((ポポーートト)): ブローカーが使用するポート番号
– UUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)) と PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))

2. [[SSaavvee ((保保存存))]] をクリックします。
3. [[CCoonnnneecctt ((接接続続))]] を有効にします。
4. [[MMQQTTTT ssuubbssccrriippttiioonnss ((MMQQTTTTササブブススククリリププシショョンン))]] に移動し、[[++ AAdddd ssuubbssccrriippttiioonn ((ササブブ
ススククリリププシショョンンのの追追加加))]] を選択します。

5. 以下の情報を入力します。
– SSuubbssccrriippttiioonn ffiilltteerr ((ササブブススククリリププシショョンンフフィィルルタターー)): 温度範囲外
– SSuubbssccrriippttiioonn ttyyppee ((ササブブススククリリププシショョンンタタイイププ)): ステートフル
– QQooSS:0、1、または2

6. [[SSaavvee ((保保存存))]] をクリックします。
スストトロロボボススピピーーカカーーににMMQQTTTTササブブススククリリププシショョンンののルルーールルをを作作成成すするる:

1. ストロボサイレンのwebインターフェースで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]]
> [[RRuulleess ((ルルーールル))]] に移動します。

2. [[++ AAdddd aa rruullee ((ルルーールルのの追追加加))]] を選択します。
3. 以下の情報を入力します。
– NNaammee ((名名前前)): 温度範囲外
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)):[MQTT] > [Stateful (ステートフル)]
– SSuubbssccrriippttiioonn ffiilltteerr ((ササブブススククリリププシショョンンフフィィルルタターー)): 温度範囲外
– PPaayyllooaadd ((ペペイイロローードド)): オン
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): [Light and siren (ライトとサイレン)] > [Run light and siren

profile while the rule is active (ルールがアクティブである間は、ライトとサイレンの
プロファイルを実行)]

– PPrrooffiillee ((ププロロフファァイイルル)): アクティブにするプロファイルを選択します。
4. [[SSaavvee ((保保存存))]] をクリックします。

アアララーームム発発生生時時にに空空気気質質セセンンササーーののスステテーータタススLLEEDDをを点点滅滅すするる

この例では、CO2の値が高すぎる場合に空気質センサーのステータスLEDをオンにする方法につい
て説明します。

ルルーールルをを作作成成すするる:

1. カメラのwebインターフェースで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] > [[RRuulleess
((ルルーールル))]] > [[++ AAdddd aa rruullee ((ルルーールルのの追追加加))]] に移動してルールを作成します。

2. 以下の情報を入力します。
– NNaammee ((名名前前)): ルールの名前を入力します。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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– CCoonnddiittiioonnss ((条条件件)): [Air quality monitor (空気質モニター)] ＞[Air quality outside
acceptable range (空気質許容範囲外)]

– SSeennssoorrss ((セセンンササーー)): CO2
– AAccttiioonnss ((アアククシショョンン)): [LEDs (LED)] > [Flash I/O interface status LED (I/Oインター

フェースステータス LEDの点滅)]
– CCoolloorr ((カカララーー)): 赤
– DDuurraattiioonn ((持持続続時時間間)): 任意（hh:mm:ss形式)

3. [[SSaavvee ((保保存存))]] をクリックします。
CCOO22アアララーームム範範囲囲をを設設定定すするる:
1. カメラのwebインターフェースで、[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSeettttiinnggss
((設設定定))]] > [[TThhrreesshhoolldd ((閾閾値値))]] に移動します。

2. CO2の [[MMiinn ((最最小小))]] and [[MMaaxx ((最最大大))]] のデータを入力してCO2範囲を設定します。

装置の初起動時のキャリブレーション

注
• 完全なCO2精度が得られるまでには、装置の初起動から2日かかります。
• 装置の初起動時には、AQI (空気質指数) が正しく機能するまでに12時間かかります。十分な
データが得られるまで、AQIにはCCaallccuullaattiinngg ((計計算算中中)) と表示されます。デバイスが再起動
するたびに、キャリブレーション時間が必要です。

• 完全なVOC精度は、デバイスを1時間作動させた後に得られます。デバイスが再起動するた
びに、キャリブレーション時間が必要です。

• 完全なNOx精度は、デバイスを6時間作動させた後に得られます。デバイスが再起動するた
びに、キャリブレーション時間が必要です。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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webインターフェース

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースで利用可能なすべての機能および設定については、
AXIS OS Webインターフェースヘルプを参照ください。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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仕様

製品概要

AAXXIISS DD66221100

1. ブラケットマウント
2 ステータスLED
3 PoE入力
4 PoE出力

LEDインジケーター

スステテーー
タタスス
LLEEDD

説説明明

消灯 接続時および正常動作時です。

緑 起動後正常に動作する場合、10秒間、緑色に点灯します。

黄色 起動時に点灯.装置のソフトウェアのアップグレード中に点滅します。

オレン
ジ/赤

ネットワーク接続が利用できないか、失われた場合は、オレンジ色/赤色で点滅しま
す。

赤 装置のソフトウェアのアップグレードに失敗すると、赤色に点滅します。

コネクター

ネネッットトワワーーククココネネククタターー

入力：Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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出力：Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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トラブルシューティング

技術的な問題、ヒント、解決策

ここで解決策が見つからない場合は、axis.com/supportのトラブルシューティングセクションに記
載されている方法を試してみてください。

ホホスストトデデババイイススののwweebbイインンタターーフフェェーーススにに [[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] タタブブがが表表
示示さされれなないい

Webインターフェー
スが更新されていま
せん。

ブラウザーのウィンドウを更新してください。それでも問題が解決しな
い場合は、ブラウザーのキャッシュをクリアしてください。

ホスト装置のファー
ムウェアのバージョ
ンが正しくありませ
ん。

ホスト装置にファームウェアの最新バージョンがインストールされてい
ることを確認してください。ホスト装置のファームウェアバージョンを
確認する方法については、ホスト装置のユーザーマニュアルを参照して
ください。

ネットワーク接続が
利用できない状態で
す。

製品のLEDインジケーターを確認し、のLEDインジケーターの表と比較し
てください。

入力と出力のネット
ワークケーブルが間
違ったコネクターに
接続されています。

入力と出力のネットワークケーブルを入れ替えてください。

ホスト装置に互換性
がありません。

装置の製品ページに移動し、ホスト装置に互換性があるかどうかを確認
してください。

空空気気質質モモニニタターーののタタブブはは表表示示さされれてていいるるがが、、空空気気質質セセンンササーーがが動動作作ししてていいなないい

ホストデバイスと空
気質センサーの接続
が切断されていま
す。

ホストデバイスと空気質センサーを再接続し、ホストデバイスのwebイ
ンターフェースを更新してください。

ホホスストト装装置置をを製製品品にに接接続続ししたた後後、、ホホスストト装装置置がが起起動動ししなないい

ハードウェアの問題 Axisサポートに問い合わせる.

ネットワーク接続が
利用できない状態で
す。

製品のLEDインジケーターを確認し、のLEDインジケーターの表と比較し
てください。

入力と出力のネット
ワークケーブルが間
違ったコネクターに
接続されています。

入力と出力のネットワークケーブルを入れ替えてください。

サポートに問い合わせる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。

AXIS D6210 Air Quality Sensor
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